
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
壬生野地域まちづくり協議会計画策定部会委員名簿    

（◎はリーダー、○はサブリーダー、△は書記）  
   
 １．分権・自治の確立  ２．人権・同和施策の推進  ３．健康・福祉の推進  

 ～「市民」が主役・地域が主体                             ～安心して暮らすことのできる  

              伊賀市分権型まちづくり～  
～人権が尊重される社会をめざして～ 

                 福祉社会をめざして～  

 ◎山本 和生 希望ヶ丘  ◎立山 忠雄 川西青葉台  ◎金谷 聡己 川西  

 ○和田 孝一 西之澤  ○丸山 和美 川東  ○村田ルリ子 希望ヶ丘  

 △増田 裕充 川東  △澤村 真子 西之澤  △新井 光子 川西青葉台  

 川原出博一郎 山畑  葛城 千代 希望ヶ丘  山本 利忠 希望ヶ丘  

 中森 喜弘 山畑  奥  壽子 山畑  中林  豊 山畑  

 中村 幸弘 川西青葉台  居附 清司 川西  界外 美子 川東  

 薮田  勇 春日丘  佐藤ユミ子 希望ヶ丘  奥井  進 川東  

 五百田昭徳 川東  福田 安弘 希望ヶ丘  金谷 勤弥 川西  

 福永 金芳 川西     居附 茂美 川西  

       久保 弘信 西之澤  

          
 ４．生活・環境の再生  ５．教育・文化の充実  ６．産業・交流の促進  

 ～安全で住みよい自然共生都市をめざして～  ～人を育み 文化を創る～  ～新しい価値の共創と多様な交流～  

 ◎澤野 照吉  川東  ◎界外 直樹  川東  ◎五百田道夫  川東  

 ○田中 昭司  希望ヶ丘  ○△宮田美智子  川西青葉台  ○河口 安彦  希望ヶ丘  
 △松島 幸生  川東  宇藤 和人  希望ヶ丘  △塚本 正子  川西青葉台  

 森川八十子  山畑  亀井 清次  山畑  柏木 清雄  希望ヶ丘  
 永岩 明美  川西青葉台  藤森 光儀  山畑  山下 弘文  山畑  

 福森  晋  春日丘  平岩 幸子  川東  西口 文世  川東  

 北出 健二  川西  田中 智代  川西  金谷 広行  川西  
 今中 哲彦  川西  家喜 好美  西之澤  藤田   眞  西之澤  

 家喜  茂  西之澤       田矢 和哉  西之澤  

          

 地域振興プロジェクト壬生野地域自治推進グループ名簿（行政）  

 増森 和吉 議会事務局 中島 公子 総務課 杉野  寛 保健福祉センター  

 金谷 正一 住民課 徳地 美彦 産業振興課 居附 秀樹 まちづくり推進課  

 前田 明伸 社会教育課 岡野 昌幸 下水道課 高橋 大輔 まちづくり推進課  
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体
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開
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さ
れ
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1
月
23
日
、
壬
生
野
地
域 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
第
1 

回
全
体
会
が
川
東
集
会
所
に 

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
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こ
の
全
体
会
に
は
、
運
営 

委
員
、
計
画
策
定
委
員
、
行 

政
職
員
を
合
せ
て
約
60
名
の 

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

運
営
委
員
や
地
域
自
治
推 

進
グ
ル
ー
プ
よ
り
ま
ち
づ
く 

り
協
議
会
の
設
置
目
的
や
地 

域
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
後
で
第
1
回
の
計
画
策
定
部
会

も
行
わ
れ
、
部
会
の
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
・
書
記
の 

選
出
や
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ 

れ
ま
し
た
。
夜
間
に
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
2
時
間
30
分
と
長

時
間
に
わ
た
る
会
議
に
も
関 

わ
ら
ず
、
熱
心
な
議
論
が
交 

わ
さ
れ
、
活
気
の
あ
る
も
の 

と
な
り
ま
し
た
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計
画
策
定
部
会
は
現
在
、 

第
3
回
ま
で
終
了
し
、
地
域

の
現
状
や
課
題
の
把
握
、
ま 

ち
づ
く
り
目
標
の
協
議
を
進 

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

 

 



                 当協議会では、地域まちづくり 
                計画の策定を進める段階に入り、 

2 月 10 日に名張市錦生地域で住民自治を実践している「錦生地域づくり委員会」 
を訪問しました。錦生地域は名張市の最西部に位置し大半が農村地帯です。また 
51 世帯の住宅団地があり壬生野地域と類似する部分がたくさんある地域です。 
 当日は、壬生野地域まちづくり協議会より約 30 名参加がありました。参加 
された委員のみなさんは、この研修を壬生野地域の今後のまちづくりに活かそ 
うと、熱心に話を聞き、積極的に議論されました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 月 16 日 協議会広報創刊号発行 
1 月 23 日 第 4 回運営員会開催 
1 月 23 日 第 1 回全体会開催 
1 月 23 日 第 1 回計画策定部会開催 
2 月 10 日 名張市錦生地域視察研修 
2 月 11 日～2 月 14 日 第 2 回計画策定部会開催 
2 月 28 日～3 月 5 日 第 3 回計画策定部会開催 

 
 
 
 
 
 
 
 

名張市錦生
に し き お

地域視察研修 

壬生野地域まちづくり協議会の動き（平成１６年１月～） 

広 報 名 称 募 集 ！！ 
壬生野地域まちづくり協議会では、現在（仮称）にて発行しておりますこの広報の名称を募集しています。

地域のみなさんのアイデアをどんどんお寄せください。 
 

【応募要件】 
応募期間：平成 16 年 3 月 8 日～3 月 31 日 
応募方法：郵送、FAX、E-mail 
応 募 先：伊賀町役場まちづくり推進課内壬生野地域自治推進グループ事務局 
     伊賀町下柘植 728／FAX：0595-45-4818／E-mail：mibuno@town.iga.mie.jp 

研修後の感想① 

梅の便りが届く錦生公民館では、8 名ほどがあたたかく私たちを迎え

てくれた。感じたことは、高齢地域の中で自らが元気に地域づくりに取

り組んでいる姿でした。また、住民への呼びかけがきめ細かく行われ、

ホームページなどの広報活動にも積極的でありました。壬生野より 28 名

もの参加があり、わが、まちづくりへの関心の高さを感じました。（T） 

研修後の感想② 

錦生地域づくり委員会は、早く（H10 年）からまちづくりに取り組

んでおり、アンケート等をうまく取り入れて、住民参画の活動を主旨

としています。また、広報活動にも力を入れて、活動内容などを紹介

したりしています。 
活動内容としては主に、委員会と住民全体で行う活動、住民と行政

が協働で行う活動、行政からの委託事業、行政への提案等があります。

活動をしている中での問題は、委員会への参加メンバーに若い人が少

ないという事と苦情処理が多いという事であるとのことでした。 
私たちも、錦生地域の活動を参考に、住民の方々が 1 人でも多く参

加できる活動を目指し、地域のコミュニケーションをはかっていきた

く考えています。その為には、私たち自ら地域を守る自覚を持ち、す

ばらしい環境、住みよいまちを子どもや孫に残していきたいと考えて

います。                         （F）

研修後の感想③ 
錦生地域では平成10年より公民館単

位で住民自治活動が始められ、錦生地

域づくり委員会は住民からのアンケー

ト、先進地視察などを重ね、きめ細や

かな会則を制定され活動されていま

す。広報部会が設置されており、住民

の意見が取り入れられて、ハード面で

もソフト面でも、協議会、住民、行政

との連携を図るまちづくりの取り組み

がうかがえました。 
役員の皆さんは年配の方が多いよう

に見受けられましたが、盛沢山の活動

内容を消化されるバイタリティには驚

きました。今日に至るまでは大変な苦

労があった事だと思います。 
壬生野地域はまだ始まったばかりで

すが、次の世代を担う子どもたちに伝

統を継承し、活力と個性あふれる町に、

もっともっと輝けるまちづくりをと思

っています。住民の皆様方のご意見ご

協力を宜しくお願いいたします。 （O）


